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Წ 議事

ᲢᲫᲣ委員会ƷǹǱǸュȸȫ

ᲢᲬᲣ橋桁Ʒ色彩案

ᲢᲭᲣ橋梁付属物等ƷȇǶǤン案

ᲢᲮᲣそƷ他

※ žᲢ仮称Უ新ݱ谷木ſƸŴ以ɦž新ݱ谷木橋ſƱ表記Ƣǔŵ



ᲢᲫᲣ委員会ƷǹǱǸュȸȫ



委員会のἋケἊュール

 日時：࠯成29࠰Ჱஉ開催予定

 内容：橋桁Ʒ色彩ƓǑび橋梁付属物等ƷȇǶǤンƷ決定

 日時：࠯成29࠰Ჰஉ27日Ტ火Უ 1ブ：00～1プ：00Ტ予定Უ

 内容：第Წ回委員会Ʒ意見を踏Ǉえた橋桁Ʒ色彩案ƓǑび橋梁付属物等Ʒ

ȇǶǤン案Ʒ検討Ტ橋桁Ʒ色彩案Ʒ現地確認等Უ

 日時：࠯成29࠰Ჯஉフ0日Ტ火Უ 1ブ：フ0～1プ：プ0

 場所：奥߸地区合ӷ庁舎第2会議室

 内容：橋桁Ʒ色彩案ƓǑび橋梁付属物等ƷȇǶǤン案Ʒ検討

第Წ回

 日時：࠯成2812࠰உ22日Ტ木Უ 1プ：00～16：00

 場所：奥߸地区合ӷ庁舎第2会議室

 内容：事業計画Ʊ現在Ʒ進捗状況／委員会Ʒ検討内容ƱǹǱǸュȸȫ／

橋桁Ʒ色彩Ʒ方向性

第Ძ回

第Ჭ回

第Ხ回

≋≔≌-≔



ᲢᲬᲣ橋桁Ʒ色彩案



橋桁の色彩選定手᪯

≔．周辺の環境色の調査

ȷ現場写真等Ɣǒ土壌Ǎ植物等Ʒ色彩情報をӓ集

≕．収集した色彩情報の整理

ȷ架橋ˮ置周辺Ʒ色彩情報を整理

ȷ色彩選定ƷコンǻȗȈƴ合う方向性Ʒ分析

≖．橋桁の色彩の方向性の決定

≗．橋桁の色彩候補案の選定

≘．橋桁の色彩候補案の評価

≙．橋桁の色彩の決定

第≔回委員会↖検討

Ƃ新ݱ谷木橋Ʒ色彩選定ƷコンǻȗȈƃ

背景ƱƳǔ豊ƔƳ自然ƴƱƚこǉǑうƴ調和Ƣǔ色

第≕回委員会↖検討

第≖回委員会↖検討

≋≕≌-Ძ



橋桁の色彩の方向性ί第２回委員会の結果ὸ

Ƃ橋桁Ʒ色彩Ʒ範׊ƃ

ȷ色相Ƹ新ݱ谷木橋架橋ˮ置周辺Ʒ色彩傾向を考慮ƠƯ

0ラY～7バプラư設定

ȷ明度Ƹ新ݱ谷木橋架橋ˮ置周辺Ʒ色彩傾向を考慮ƠƯ

2バプ～7バ0Ʒ範׊ư設定

ȷ彩度Ƹ公共事業Ʒ推奨色※を参考ƴ0～2バプƷ範׊ư設定

※ 出典：公共事業ƴƓƚǔ色彩ȷȇǶǤン指針Ტ࠯成2712࠰உ 国土交通省中部地方整備局Უ

≋≕≌-Წ

新小谷木橋周辺の環境色↚調和した黄緑色～緑色

◆橋桁Ʒ色彩Ʒ方向性

‚色彩の範囲：色相‚•GY～7†5G‛、明度‚․†5～7†•‛、彩度‚•～․†5‛‛

明度ȷ彩度Ʒ推奨範׊

彩度の範囲を

0～2.5Ể設定

耐候性鋼材

現在Ʒݱ谷木橋

Ტ橋桁Უ

現在Ʒݱ谷木橋

Ტ高欄Უ

耐候性鋼材

現在Ʒݱ谷木橋

Ტ橋桁Უ

現在Ʒݱ谷木橋

Ტ高欄Უ

明度の範囲を

2.5～7.0Ể設定

明度-色相関係
彩度-色相関係

色彩の範囲



橋桁の色彩の候補色ί第２回委員会の結果ὸ ≋≕≌-Ჭ

Ƃ公共事業ƴ求ǊǒǕǔ色彩ƃ

ȷ大規模性Ŵ永ዓ性Ŵ公益性Ŵ不可逆性ƱいƬた公共事業Ʒ特質を考慮ƠƯŴ自然環境Ǎ生活

環境ƴ融和Ƣǔ秩序あǔ色彩ưあǔこƱƕ求ǊǒǕǔᲢコȟュニȆǣ色Უ

Ƃ橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色選定Ʒ考え方ƃ

ȷ伝統的Ƴ色彩ƸŴ長い時間をƔƚƯ定着ƠたコȟュニȆǣ色ƱƠƯŴ気候風土Ǎ生活感覚ƴ

融和Ƣǔ色彩

⇒ž日本Ʒ伝統色ſƔǒ候補色を選定

※ 出典：公共事業ƴƓƚǔ色彩ȷȇǶǤン指針Ტ࠯成2712࠰உ 国土交通省中部地方整備局Უ

生活Ệおける色彩の構造

公共事業Ệ

求めらủỦ色彩

ᵆコミュニἘỵ色ᵇ

Ⅴ日本の伝統色Ⅵか↸選定

◆橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色



橋桁の色彩候補案Ṟί第２会委員会の結果ὸ ≋≕≌-Ხ

Ƃ橋桁Ʒ色彩候補案Ʒ選定ƃ

ȷ橋桁Ʒ色彩Ʒ範׊：色相Ტ0ラY～7バプラᲣŴ明度Ტ2バプ～7バ0ᲣŴ彩度Ტ0～2バプᲣ

ȷ色彩Ʒ範׊ƴᛆ当Ƣǔž日本Ʒ伝統色ſ※ƸᲱ色

色彩の範囲Ệ該当するẐ日本の伝統色ẑ

※ 出典：DルCǫȩȸǬǤȉǷȪȸǺȷ日本Ʒ伝統色 第Ჲ版ᲢDルC㈱Უ

番号 系統色Ӹ DルC-年 明度 彩度 色見本

1 老緑 ƓいǈƲǓ 暗い灰黄緑 82フ 0バプ ラY ブバ6 2バ1

2 老竹色 Ɠいたƚいǖ 灰黄緑 821 プバ1 ラY プバ6 2バフ

フ 裏葉色 うǒƸいǖ 明ǔい灰緑 8ププ 8バフ ＧＹ 7 2バブ

ブ 利休鼠 ǓƖǎうƶƣ 緑ǈƷ灰色 9プフ 9バ7 ラY プバ8 1バ1

プ 灰緑 ƸいǈƲǓ 明ǔい灰緑 8プ7 0バ8 Ｇ 6バ2 2バフ

6 千草鼠 ちƙさƶƣ 灰緑 8プ8 1バ7 ラ プバ1 2バフ

7 錆青磁 さびƤいơ 明ǔい灰緑 8プ6 フバブ Ｇ 7 1バ8

慣用色Ӹ 色相番号 系統色Ӹ DルC-年 明度 彩度 色見本

1 老緑 ƓいǈƲǓ 暗い灰黄緑 82フ 0バプ ラY ブバ6 2バ1

2 老竹色 Ɠいたƚいǖ 灰黄緑 821 プバ1 ラY プバ6 2バフ

フ 裏葉色 うǒƸいǖ 明ǔい灰緑 8ププ 8バフ ＧＹ 7 2バブ

ブ 利休鼠 ǓƖǎうƶƣ 緑ǈƷ灰色 9プフ 9バ7 ラY プバ8 1バ1

プ 灰緑 ƸいǈƲǓ 明ǔい灰緑 8プ7 0バ8 Ｇ 6バ2 2バフ

6 千草鼠 ちƙさƶƣ 灰緑 8プ8 1バ7 ラ プバ1 2バフ

7 錆青磁 さびƤいơ 明ǔい灰緑 8プ6 フバブ Ｇ 7 1バ8

慣用色Ӹ 色相



1

老緑ボ0バプラYブバ6パ2バ1

2

老竹色ボプバ1ラYプバ6パ2バフ

フ

裏葉色ボ8バフラY7バ0パ2バブ

ブ

利休鼠ボ9バ7ラYプバ8パ1バ1

プ

灰緑ボ0バ8ラ6バ2パ2バフ

6

千草鼠ボ1バ7ラプバ1パ2バフ

7

錆青磁ボフバブラ7バ0パ1バ8

色見本

おいみど䜚

おいた䛡いろ

う䜙䛿いろ

䜚きゅうね䛪

䛿いみど䜚

ち䛠さね䛪

さび䛫いじ

1

老緑ボ0バプラYブバ6パ2バ1

2

老竹色ボプバ1ラYプバ6パ2バフ

フ

裏葉色ボ8バフラY7バ0パ2バブ

ブ

利休鼠ボ9バ7ラYプバ8パ1バ1

プ

灰緑ボ0バ8ラ6バ2パ2バフ

6

千草鼠ボ1バ7ラプバ1パ2バフ

7

錆青磁ボフバブラ7バ0パ1バ8

色見本

おいみど䜚

おいた䛡いろ

う䜙䛿いろ

䜚きゅうね䛪

䛿いみど䜚

ち䛠さね䛪

さび䛫いじ

橋桁の色彩候補案ṟί第２回委員会の結果ὸ ≋≕≌-Ჯ

Ƃ橋桁Ʒ最終色彩候補案Ʒ選定ƃ

ȷ周辺景観ƱƷ融和を考慮ƠƯ色彩候補案Ჱ色Ʒ色相両端を除外

ȷ最終色彩候補案Ჯ色Ʒ色彩ǵンȗȫᲢ90cm×90cm以ɥᲣを作成Ơ現地確認ư色彩を決定

橋桁の最終色彩候補案

最終色彩候補案≘色の色彩サンプ∑を作成

現地確認↖採用す↺色彩を決定‚第≖回委員会‛

彩度-色相関係明度-色相関係 最終色彩候補案



外部景観のイメーἊἣーἋṞ ≋≕≌-Ჰ

一級河川

北上川

外部景観ƷǤȡȸǸ

慣用色Ӹ 老竹色ᲢƓいたƚいǖᲣ

系統色Ӹ 灰黄緑

色相 プバ1ラY

明度 プバ6

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Წ

慣用色Ӹ 老竹色ᲢƓいたƚいǖᲣ

系統色Ӹ 灰黄緑

色相 プバ1ラY

明度 プバ6

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Წ



外部景観のイメーἊἣーἋṟ ≋≕≌-Ჱ

一級河川

北上川

外部景観ƷǤȡȸǸ

慣用色Ӹ 裏葉色ᲢうǒƸいǖᲣ

系統色Ӹ 明ǔい灰緑

色相 8バフラY

明度 7

彩度 2バブ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჭ

慣用色Ӹ 裏葉色ᲢうǒƸいǖᲣ

系統色Ӹ 明ǔい灰緑

色相 8バフラY

明度 7

彩度 2バブ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჭ



外部景観のイメーἊἣーἋṠ ≋≕≌-Ჲ

一級河川

北上川

外部景観ƷǤȡȸǸ

慣用色Ӹ 利休鼠ᲢǓƖǎうƶƣᲣ

系統色Ӹ 緑ǈƷ灰色

色相 9バ7ラY

明度 プバ8

彩度 1バ1

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ხ

慣用色Ӹ 利休鼠ᲢǓƖǎうƶƣᲣ

系統色Ӹ 緑ǈƷ灰色

色相 9バ7ラY

明度 プバ8

彩度 1バ1

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ხ



外部景観のイメーἊἣーἋṡ ≋≕≌-Ჳ

一級河川

北上川

外部景観ƷǤȡȸǸ

慣用色Ӹ 灰緑ᲢƸいǈƲǓᲣ

系統色Ӹ 明ǔい灰緑

色相 0バ8ラ

明度 6バ2

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჯ

慣用色Ӹ 灰緑ᲢƸいǈƲǓᲣ

系統色Ӹ 明ǔい灰緑

色相 0バ8ラ

明度 6バ2

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჯ



外部景観のイメーἊἣーἋṢ ≋≕≌-10

一級河川

北上川

外部景観ƷǤȡȸǸ

慣用色Ӹ 千草鼠ᲢちƙさƶƣᲣ

系統色Ӹ 灰緑

色相 1バ7ラ

明度 プバ1

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჰ

慣用色Ӹ 千草鼠ᲢちƙさƶƣᲣ

系統色Ӹ 灰緑

色相 1バ7ラ

明度 プバ1

彩度 2バフ

橋桁Ʒ色彩Ʒ候補色Ჰ



ᲢᲭᲣ橋梁付属物等ƷȇǶǤン案



主要ễ景観要素とễる橋梁付属物ί第２回委員会の結果ὸ

Ƃ橋梁内ƔǒƷ景観Ტ内部景観Უƃ

ȷ内部景観ƸŴ車両Ʒ運転手Ǎӷ乗者Ŵ歩行者等Ʒ道路利用者ƕŴ道路敷地内ƔǒそƷ道路を

含ǊƯ眺Ǌǔ景観

ȷ山ȷ߷等Ʒ遠景Ǎ沿道建築物等Ʒ道路敷地外Ʒ要素ƱŴ道路Ʒ線形Ǎ橋梁付属物等Ʒ道路敷

地内Ʒ要素ƕ主要Ƴ景観要素

⇒主要Ƴ景観要素ƱƳǔ主Ƴ橋梁付属物：橋梁防護柵Ŵ橋梁照明

橋梁防護柵

橋梁照明

≋≖≌-Ძ

内部景観ƷǤȡȸǸ



橋梁付属物の景観への配慮事᪮ί第２回委員会の結果ὸ

Ƃ内部景観Ʒ種類 ƃ

ĬǷȸǯエンǹ景観Ტ視点Ʒ移動ƴǑǓ連ዓƠƯ変҄Ƣǔ景観Უ

ȷ道路利用者Ʒ移動等ƴ伴いŴ景観Ƹ流ǕǔǑうƴ連ዓƠƯ認識さǕǔ

⇒一般部：橋梁付属物Ʒ形状Ǎ色彩ƕ景観ƴ影響Ტ細部ƸあǇǓ対象ƱƳǒƳいᲣ

ĭǷȸン景観Ტ固定的Ƴ視点ƔǒƷ景観Უ

ȷ道路ɥưƷ歩行者Ʒ休憩等ƴ伴いŴ景観Ƹ固定的ƴ認識さǕǔ

⇒橋ɥȐȫコニȸ部：橋梁付属物Ʒ形状Ǎ色彩ƴ加えƯ細部ȇǶǤンƕ景観ƴ影響

≋≖≌-Წ

橋上

バἽコニー部

橋上

バἽコニー部

一級河川

北上川

至 大船渡市

至 水沢市街地 Ｐᾂ

Ｐᾃ

Ｐᾄ

Ｐᾅ

Ｐᾆ

Ｐᾇ

Ｐᾈ

Ａᾁ

橋梁付属物の景観への配慮事᪮

一般部

一般部

一般部

区分 内部景観 配慮事項

一般部

Ƿȸǯエンǹ

景観

形状

色彩

橋ɥ

Ȑȫコニȸ部

Ƿȸン

景観

形状

色彩

細部ȇǶǤン

区分 内部景観 配慮事項

一般部

Ƿȸǯエンǹ

景観

形状

色彩

橋ɥ

Ȑȫコニȸ部

Ƿȸン

景観

形状

色彩

細部ȇǶǤン



橋梁付属物のデザイン方針ί第２回委員会の結果ὸ

Ƃ新ݱ谷木橋Ʒ基本コンǻȗȈƃ

河߷空間ƓǑび遠方Ʒ山並ǈƷ風景Ʊ調和Ơた橋

Ƃ橋梁付属物ƷȇǶǤン方針ƃ

＜共通Ტ一般部Ŵ橋ɥȐȫコニȸ部Უ＞

ĬǷンȗȫƳ形状Ტ付加的Ƴ装飾Ʒ抑制Უ

ȷ構造的ȷ機能的ƴ必要最˯限Ʒ部材ư構成さǕたǷンȗȫƳ形状ƱƢǔ

Ტ地域ǤȡȸǸƷ直接的Ƴ表現ᲢȬȪȸȕƷ設置等Უ等Ʒ付加的Ƴ装飾Ƹ避ƚǔᲣ

ĭ透過性ƴ配慮

ȷ緑豊ƔƳ自然景観をஊƢǔ҅ɥ߷Ʒ水辺空間Ŵ焼石岳をƸơǊƱƢǔ遠方Ʒ山並ǈƳƲƷ

良好Ƴ周辺景観Ʒ眺望を考慮ƠƯ透過性Ʒ高い形式ƱƢǔ

Į色彩を統一

ȷ良好Ƴ連ዓ的道路景観を形成ƢǔたǊ色彩を統一Ƣǔ

＜橋ɥȐȫコニȸ部＞

į地域Ʒ伝統産業ưあǔ鋳物を一部活用

ȷ橋ɥȐȫコニȸ部Ƹ材質Ǎ細部ƷȇǶǤンƕ景観ƴ影響ƢǔたǊŴ細部ȇǶǤンƷ一部ƴ

地域Ʒ伝統産業ưあǔ鋳物を活用Ƣǔ

≋≖≌-Ჭ



橋梁防護柵のデザインί第２回委員会の結果ὸ ≋≖≌-Ხ

縦桟構造ƷǤȡȸǸ

横桟構造ƷǤȡȸǸ

Ƃ橋梁防護柵Ʒ形状ƃ

ȷǷンȗȫƳ形状ư道路縦断方向ƴ伸びǔビȸȠ等ƕ滑ǒƔƴ連ዓƠたビȸȠ型防護柵を採用

ȷ周辺景観Ʒ眺望を考慮ƠƯ透過性ƴ配慮Ơた横桟構造を採用

縦桟構造Ệ比べề

横桟構造の透過性

が高い



橋梁照明のデザインί第２回委員会の結果ὸ ≋≖≌-Ჯ

Ƃ橋梁照明Ʒ形状ƃ

ȷ周辺景観ƴƓƚǔ存在感ƴ配慮ƠƯǷンȗȫƳ形状Ʒ直線ȝȸȫを採用

ȷ周辺景観Ʒ眺望を考慮ƠƯ設置本数ƕ少Ƴい歩道内側-交互配置を採用

歩道内側-両側配置ƷǤȡȸǸ

歩道内側-交互配置ƷǤȡȸǸ 橋梁照明の配置計画

ˮ置 配置 間隔 本数

交互 フプm 18本

両側 ブプm 28本

交互 フ0m 20本

両側 ブ0m フ0本

歩道内側

歩道外側

ˮ置 配置 間隔 本数

交互 フプm 18本

両側 ブプm 28本

交互 フ0m 20本

両側 ブ0m フ0本

歩道内側

歩道外側

※ 橋梁照明Ʒ間隔ƓǑび本数Ƹ標準部ư算定ƠƯƓǓŴᛇ細設計ƴǑǓ変更ƱƳǔ場合ƕあǔŵ

※ ※



形式ƴ応ơƯ基本

ƱƢǔ色彩

塗装面ƕ比較的ݱさい

付属物

塗装面ƕ比較的大Ɩい

付属物

地域特性 ǬȸȉȑǤȗ形式Ʒ防護柵等 ǬȸȉȬȸȫ形式Ʒ防護柵等

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

樹林地 ダȸǯȖȩウン ǰȬȸベȸǸュ

開放的ư比較的明ǔい

色彩ƕ基調Ƴ海岸部

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

開放的ư比較的明ǔい

色彩ƕ基調Ƴ田園地帯

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

ダȸǯȖȩウン

ダȸǯǰȬȸ

ǰȬȸベȸǸュ

※ų防護柵ƸǬȸȉȑǤȗ形

式を基本ƱƢǔ

自然ȷ

田園

地域

市街地

歴史的建造物Ʒ周辺Ǎ

歴史的街並ǈƕ形成さǕƯいǔ

市街地

形式ƴ応ơƯ基本

ƱƢǔ色彩

塗装面ƕ比較的ݱさい

付属物

塗装面ƕ比較的大Ɩい

付属物

地域特性 ǬȸȉȑǤȗ形式Ʒ防護柵等 ǬȸȉȬȸȫ形式Ʒ防護柵等

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

樹林地 ダȸǯȖȩウン ǰȬȸベȸǸュ

開放的ư比較的明ǔい

色彩ƕ基調Ƴ海岸部

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

開放的ư比較的明ǔい

色彩ƕ基調Ƴ田園地帯

ダȸǯȖȩウン

ǰȬȸベȸǸュ

ǰȬȸベȸǸュ

ダȸǯȖȩウン

ダȸǯǰȬȸ

ǰȬȸベȸǸュ

※ų防護柵ƸǬȸȉȑǤȗ形

式を基本ƱƢǔ

自然ȷ

田園

地域

市街地

歴史的建造物Ʒ周辺Ǎ

歴史的街並ǈƕ形成さǕƯいǔ

市街地

橋梁付属物の色彩ί第２回委員会の結果ὸ

ダȸǯǰȬȸ

(10YRフバ0パ0バ2)

ǰȬȸベȸǸュ

(10YR6バ0パ1バ0)

ダȸǯȖȩウン

(10YR2バ0パ1バ0)

≋≖≌-Ჰ

Ƃ橋梁付属物Ʒ色彩ƃ

ȷ橋梁付属物Ʒ色彩Ƹ周辺景観Ʒ中ư必要以ɥƴ目立たƳい塗装色ƱƢǔこƱƕ原則

ȷ良好Ƴ景観形成ƴ配慮ƠƯ地域Ʒ特性ƴ応ơた色彩を選定ƢǔこƱƕ基本

ȷ地域Ʒ伝統産業ưあǔ鋳物Ტ南部鉄器ᲣをǤȡȸǸƠた色彩を考慮

ダー⇕⇖−ー≋‣•YR‥†•‡•†․≌を採用

◆橋梁付属物Ʒ色彩

色彩選定の考え方



道路付属物の色彩ί第２回委員会の結果ὸ ≋≖≌-Ჱ

Ƃ良好Ƴ連ዓ的道路景観形成ƷたǊƷ色彩Ʒ統一ƃ

ȷݱ谷木橋工区Ʒ道路付属物Ტ防護柵Ŵ標識Ŵ視線誘ݰ標等ᲣƷ色彩ƸŴ橋梁付属物Ʊ整合を

ǓŴダȸǯǰȬȸᲢ10YRフバ0パ0バ2Უư統一׋

色彩ƷǤȡȸǸᲢ一般国道Ხ号࠯泉BPᲣ

視線誘導標

橋梁防護柵

転落防護柵

標識

橋梁防護柵

標識

道路付属物を含↰↕色彩を

ダー⇕⇖−ー≋‣•YR‥†•‡•†․≌↖統一



橋上ἢルコニー部のデザインί第２回委員会の結果ὸ ≋≖≌-Ჲ

Ƃ橋ɥȐȫコニȸƷ景観ƃ

ȷ道路利用者ƕ休憩Ǎ展望Ʒ空間ƱƠƯ利用ᲢǷȸン景観Ტ固定的Ƴ視点ƔǒƷ景観ᲣᲣ

ȷ橋梁付属物Ʒ形状Ǎ色彩ƴ加えƯ材質Ǎ細部ƷȇǶǤンƕ景観ƴ影響

Ƃ橋ɥȐȫコニȸƷ細部ȇǶǤンƃ

ȷ良好Ƴ景観を阻害ƠƳいǷンȗȫư透過性Ʒ高い形式を採用

ȷ道路利用者Ʒ視点ƕ集Ǉǔ橋梁防護柵ƷȈッȗȬȸȫƴ地域Ʒ伝統産業ưあǔ鋳物を活用Ơ

南部鉄器特ஊƷȇǶǤンᲢǢȩȬ模様Უを採用

橋ɥȐȫコニȸƷ࠯面形状

橋上バἽコニー橋上バἽコニー

橋梁防護柵のἚップἾーἽを

南部鉄器特有のἙザỶン

ίỴラἾ模様ὸ

橋ɥȐȫコニȸƷǤȡȸǸ



第２回委員会の意見

Ƃ第Წ回委員会Ʒ意見Ტ橋梁照明関係Უƃ

Ĭݱ谷木橋Ƹ通学路ƴƳƬƯいǔŵ冬場Ƹ日没ƕ早いƱいうこƱǋ

あǔƷưŴ歩道部Ʒ安全確保ƴ配慮ƠƯǋǒいたいŵ

⇒歩車道境界部ƴ設置Ƣǔ橋梁照明ư歩道部Ʒ必要Ƴ照度を確保

ĭ橋ɥȐȫコニȸ部ƴ照明をƭƚǔƷƔŵ

⇒橋ɥȐȫコニȸƸ道路利用者ƕ休憩Ǎ展望Ʒ空間ƱƠƯ利用

Ტ主ƴ昼間Ʒ利用を想定Უ

⇒相応Ʒ夜間利用ƕ想定さǕǔ場合Ƹ設置を検討

≋≖≌-Ჳ

橋梁照明Ể歩道部の

必要ễ照度を確保

主Ệ昼間の

利用を想定

橋上バἽコニー橋上バἽコニー



ᲢᲮᲣそƷ他



段階

計画ȷ設計

Ტ概略Უ

計画ȷ設計

Ტᛇ細Უ

度࠰ リ22-リ2フ リ2ブ リ28-リ29 リフ1-リフ2

検討

内容

ȷ景観形成Ʒ基本方針等

ȷ周辺景観ƴ調和Ơた橋梁

形式Ტ桁橋Უ

ȷ橋梁計画Ʒ方向性

ᲢȐȫコニȸŴ橋詰広場Უ

ȷ景観形成Ʒ基本方針Ǎ

˰民意見等をӒ映Ơた橋梁

本体構造

ȷ景観形成Ʒ基本方針Ǎ

˰民意見等をӒ映Ơた

橋梁ᛇ細ȇǶǤン

Ƃ検討事項ƃ

○橋桁Ʒ色彩

○防護柵Ŵ橋梁照明等Ʒ

橋梁付属物Ʒᛇ細ȇǶǤン

ȷ新ݱ谷木橋周辺Ʒ生活

空間

Ƃ検討事項ƃ

○ȐȫコニȸƷᛇ細構造

○橋詰広場Ʒᛇ細構造

検討

体制

ȷ景観検討委員会 ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会

ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会

ワȸǯǷョッȗ

ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会 ȷ地元振興会等Ʊ別途検討

工事段階

計画ȷ設計

Ტ概略Უ

計画ȷ設計

Ტᛇ細Უ

度࠰ リ22-リ2フ リ2ブ リ28-リ29 リフ1-リフ2

検討

内容

ȷ景観形成Ʒ基本方針等

ȷ周辺景観ƴ調和Ơた橋梁

形式Ტ桁橋Უ

ȷ橋梁計画Ʒ方向性

ᲢȐȫコニȸŴ橋詰広場Უ

ȷ景観形成Ʒ基本方針Ǎ

˰民意見等をӒ映Ơた橋梁

本体構造

ȷ景観形成Ʒ基本方針Ǎ

˰民意見等をӒ映Ơた

橋梁ᛇ細ȇǶǤン

Ƃ検討事項ƃ

○橋桁Ʒ色彩

○防護柵Ŵ橋梁照明等Ʒ

橋梁付属物Ʒᛇ細ȇǶǤン

ȷ新ݱ谷木橋周辺Ʒ生活

空間

Ƃ検討事項ƃ

○ȐȫコニȸƷᛇ細構造

○橋詰広場Ʒᛇ細構造

検討

体制

ȷ景観検討委員会 ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会

ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会

ワȸǯǷョッȗ

ȷᛇ細ȇǶǤン検討委員会 ȷ地元振興会等Ʊ別途検討

工事

新小谷木橋の検討体制

ȷ新ݱ谷木橋ƸŴ地域ƷǷンȜȫƱƳǔ重要ƳǤンȕȩưあǔこƱƔǒŴ計画ȷ設計時点Ɣǒ

景観検討委員会等を設置ƠƯ橋梁構造等Ʒ検討を実施

ȷ本委員会ưƸŴこǕǇưƷ検討内容を踏ǇえŴ景観形成Ʒ基本方針Ǎ˰民意見等をӒ映Ơた

橋桁Ʒ色彩Ǎ橋梁付属物等Ʒ橋梁ᛇ細ȇǶǤンを検討

⇒橋梁構造ƴ係ǔ検討ƕ全Ư終了

ȷ残ǔ新ݱ谷木橋周辺Ʒ生活空間(ȐȫコニȸŴ橋詰広場)Ƹ後࠰度ƴ地元振興会等Ʊ別途検討

計画ȷ設計Ɣǒ完成Ǉư˰民協働等ƴǑǔ検討をዒዓ

完成後↱住民協働等↚↷↹良好↙景観↗インフラを維持管理

≋≗≌-≔


